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和歌山県串本町から得られたヨミノハゼ稚魚の記録

大西　遼 1・松永康大 1・平嶋健太郎 2

Austrolethops wardi Whitley, 1935, collected and reared in 
an aquarium in Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan, was 
observed morphological changes from the planktonic to juvenile 
stages. The specimen was collected on September 22, 2023 at 
the Kushimoto Marine Park Center site in Kushimoto using a 
fish-lamp trap. At the time of collection, the total length was 
10.6 mm, and its body was longer and slender than that of an 
adult fish, with greenish transparent body color. By 20.0 mm TL 
(64 days after the start of rearing), numerous characters were 
completed, and the fish swam at medium layer at night. This 
represents the first report of the planktonic juvenile stage of A. 
wardi.
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 Abstract

ヨミノハゼ属 Austrolethops Whitley, 1935は，これまで

ヨミノハゼ Austrolethops wardi Whitley, 1935のみが知ら

れており，体は著しく側扁し無鱗，第 2背鰭と臀鰭に棘

条がないこと，頭部感覚管の開孔がないこと，腹鰭は 1

棘 4軟条であることなどにより特徴付けられる（吉郷ほ

か，2004；明仁ほか，2013）．ヨミノハゼはインド・太平

洋域に広く分布し（Whitley, 1935; Myers, 1999；明仁ほか，

2013），日本国内では和歌山県および沖縄県からのみ記録

されている（吉郷ほか，2004；明仁ほか，2013; Sato and 

Komai, 2023）．なお，和歌山県から得られた個体は，海岸

に漂着したものであり，御前（1980）により未同定種とし

て報告されたが，明仁ほか（2013）にて本種として分布記

録に記載されている．本種は主にサンゴ礁域の潮間帯に生

息し，夜間に活動する遊泳性のハゼで（吉郷ほか，2004），

ヤハズアナエビ Neaxius acanthus (A. Milne-Edwards, 1878)

の巣穴に共生することが知られている（Kneer et al., 2008a; 

Sato and Komai, 2023）．このような生態のためか，国内に

おける本種の記録は少なく，詳細な分布や生息状況につい

ては，ほとんど分かっていない．

2023年 9月 22日に，和歌山県串本町において種不明の

ハゼ科稚魚が採集された．その後の飼育および形態観察の

結果，このハゼ科稚魚はヨミノハゼに同定された．本種は

和歌山県串本町から記録があるものの，上述したとおり漂

着個体のみで，国内では沖縄県以外で生体は確認されてい

ない．また，本種の稚魚期に関しての知見はないため，成

長に伴う形態の変化についても併せて報告する．

材料と方法
採集された標本は，夜間の灯火採集により得られ，

2023年 12月 3日まで串本海中公園センターの水槽にて飼

育された．水槽内には自然海水を常時注水しており，飼育

期間中の水温は 17.8–27.9℃の範囲で推移した．餌料はア

ルテミアのノープリウス幼生を 1日に 1回給餌した．飼育

期間中にデジタルカメラによる写真撮影および全長の計測

を適宜行った．全長の計測については，魚を水槽中から

取り出し，麻酔処理はせずにデジタルノギスを用いて 0.1 

mm単位で測定した．飼育後の標本は 10%ホルマリン水

溶液で固定し，70%エタノール水溶液に置換して保存した．

標本の計数・計測方法は中坊・中山（2013）に従った．

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位で測定した．

全長（total length）は全長または TL，標準体長（standard 

length)は体長または SLと表記した．脊椎骨の観察には軟

X線写真を用いた．頭部感覚管の観察は明仁ほか（2013）

に従い，サイアニンブルーで標本に染色を施して実体顕微

鏡下で行った．本報告に使用した標本は和歌山県立自然博

物館魚類標本（WMNH-PIS）として登録・保管した．
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Austrolethops wardi Whitley, 1935

ヨミノハゼ
（Figs. 1–2）

標本　WMNH-PIS13824，14.9 mm SL（採集時は 10.6 mm 

TL），和歌山県東牟婁郡串本町有田串本海中公園センター

地先（33°28′50ʺN, 135°44′43ʺE），水深 0.5 m，2023年 9月

22日，手網，松永康大．

記載　第 1背鰭条数 6棘；第 2背鰭条数 15軟条；臀鰭

条数 14軟条；胸鰭条数 16軟条；腹鰭条数 1棘 4軟条；脊

椎骨数 10＋ 16=26．

体は前後にやや細長い楕円形で，著しく側扁する．頭

部が大きく，吻端は丸みを帯びる．眼は小さく，吻端近く

に位置する．両眼間隔はやや広い．口はやや大きく端位で，

口裂は斜行する．上顎後端は眼窩後端を越えない．上顎お

よび下顎に犬歯状歯がよく発達する．前鰓蓋骨後縁は円滑．

後鼻孔は大きく開口する．頭部感覚管は未成魚であるため

か未発達の状態であった．肛門は臀鰭起部の直前に開口し，

体腹縁のほぼ中央に位置する．第 1背鰭起部は，胸鰭基底

部のやや後方に位置する．第 1背鰭の第 6棘は第 1－ 5棘

の間に比べてやや離れた位置にあり，第 2背鰭と鰭膜でわ

ずかに連続する．第 2背鰭起部は，臀鰭起部のやや前方に

位置する．第 2背鰭と臀鰭に棘条がなく，第 2背鰭と臀鰭

の各軟条は先端が分岐する．臀鰭起部は，第 2背鰭第 2軟

条直下に位置する．胸鰭はうちわ状で大きい．腹鰭は大き

く伸長し，左右の鰭は癒合しない．腹鰭の先端は肛門に達

しない．尾鰭は大きく丸い．体表に鱗はない．

色彩　10%ホルマリン水溶液での固定後の色彩（Fig. 

1）—体の地色はやや黄色みを帯びた灰色である．頭部か

ら尾部にかけて黒色素胞が密在するが，鰓蓋部と肛門周

辺には見られない．尾鰭を除く各鰭は黒色を呈するが，第

1背鰭第 4棘よりも後方と第 2背鰭第 2軟条よりも前方は

透明である．尾鰭は透明で基部に小黒色素胞が散在する．

分布　本種はインド・太平洋にかけて広く分布し
（Whitley, 1935; Myers, 1999; Kneer et al., 2008a；明仁ほか，

2013），日本国内では，和歌山県と沖縄県から記録されて

いる（吉郷ほか，2004；明仁ほか，2013; Sato and Komai, 

2023；本研究）．これまで本種は，沖縄県では夜間の潮だ

まりやアマモ場のアナエビ類の巣穴より，和歌山県では海

岸に漂着した個体として確認されている．

稚魚の成長に伴う形態変化　採集時（10.6 mm TL）：各

鰭の条数は定数に達する．体は前後に細長く，側扁し，体

高が低い．頭部と眼が大きく，肛門は体の中央のやや前方

に位置する．尾鰭は大きい．黒色素胞は，頭頂部，鰾の背面，

第 1背鰭と第 2背鰭基底部，臀鰭基底部，および尾柄部正

中線上に出現する．第 1背鰭と臀鰭基底部の黒色素胞は，

規則的に並ぶ．体色は薄い萌黄色を呈し，第 1背鰭と第 2

背鰭の基底部，臀鰭基底部，尾鰭基部，および体側正中線

上は橙色がかる（Fig. 2A）．飼育 14日目（12.4 mm TL）：

成長に伴い頭部は丸みを帯び，下顎が厚く発達する．体高

はやや高くなり，特に頭部から第 2背鰭起部と臀鰭起部に

かけて高くなる．頭頂部と鰾背面の黒色素胞はやや増加し，

体側には樹枝状の黒色素胞が散在する．第 2背鰭と臀鰭，

および腹鰭の鰭膜にも黒色素胞がわずかに出現する．体色

は薄い萌黄色を呈し，体側正中線上を除き橙色が消失する

（Fig. 2B）．飼育 19日目（13.0 mm TL）：体は側扁し，体高

Fig. 1. Preserved specimen of Austrolethops wardi (WMNH-PIS 13824, 14.9 mm SL) from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan.
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がやや高くなる．頭部はさらに丸みを帯びる．樹枝状黒色

素胞は，体側全体に広がり，尾柄部，背鰭基底部と臀鰭基

底部でやや濃密．頭頂部の黒色素胞は頭部背面に広がり，

下顎下部にも出現する．第 2背鰭と臀鰭，および腹鰭の鰭

膜の黒色素胞が増加し，第 1背鰭の鰭膜にも出現し始める．

体色は橙色が消失し，薄い萌黄色を呈する（Fig. 2C）．飼

育 23日目（14.5 mm TL）： 体はさらに側扁し，体高が高い．

頭部が大きく，眼は小さい．腹鰭がやや伸長する．尾鰭と

胸鰭を除く各鰭膜に黒色素胞が広まり，特に第 2背鰭，臀

鰭，腹鰭の鰭膜は全体的に黒色を呈し，第 1背鰭前半部分

は黒くなる．胸鰭の鰭膜とその基部，尾鰭基部にもわずか

に出現する．樹枝状黒色素胞は，体側全体に広がり，頭部

背面から第 1背鰭下部周辺，体側中央部，第 2背鰭基底部

から臀鰭基底部にかけて，および尾柄部に密に出現する．

体色は萌黄色が薄まり，灰色を帯びる（Fig. 2D）．飼育 37

日目（17.9 mm TL）：体形は成魚とほぼ同じになり，体は

著しく側扁し，体高が高い．頭部が大きく，眼は小さく，

腹鰭がさらに伸長する．眼下部と鰓蓋部，および肛門周

辺を除いた体全体に小黒斑が広がる．胸鰭の鰭膜にも黒色

素胞が出現する．体色は灰色を呈する（Fig. 2E）．飼育 64

日目（20.0 mm TL, 14.9 mm SL）：体形は成魚と同じになる．

腹鰭が伸長し，遊泳時に目立つ．胸鰭の鰭膜の黒色素胞が

増加し，全体に黒色を呈する．尾鰭を除く各鰭膜と肛門周

辺を除く体側全体に黒色素胞が密在する（Fig. 2F）．

備考　記載標本は，体が著しく側扁し，体表に鱗を欠
くこと，第 2背鰭と臀鰭に棘条がないこと， 腹鰭が大き

く，左右の腹鰭が癒合せず 1棘 4軟条であることなどの特

徴が吉郷（2004）や明仁ほか（2013）が示したヨミノハゼ

Austrolethops wardiの特徴によく一致したため，本種と同

定された．ただし，吉郷ほか（2004）によって沖縄県から

報告された標本とは，第 2背鰭軟条数が 15であること［吉

郷ほか（2004）では 14］，臀鰭軟条数が 14であること（13），

および胸鰭条数が 16であること（17）といった差異が認

められた．しかし，記載標本の胸鰭条数はWhitley (1935)

の原記載と，第 2背鰭および臀鰭の軟条数，胸鰭条数はい

ずれもMyers (1999)の報告とそれぞれ一致した．これらの

ことから本研究では，吉郷ほか（2004）によって沖縄県か

ら報告された標本との間に認められた差異を種内変異と判

断した．

本標本は，2023年 9月 22日から同年 12月 3日まで串

本海中公園センターの水槽にて飼育されていた．日中はほ

とんど遊泳せず，水槽角の水面直下で静止していた．飼育

30日目以降に底砂を敷いたが，着底する様子はほとんど

観察されなかった．夜間には水槽内の中層付近を活発に遊

泳し，吉郷（2004）の報告と同様に各鰭を大きく広げていた．

餌料のアルテミアは，飼育 1日目から給餌した．飼育 2日

目には消化管内にアルテミアがあることを体外より目視に

て確認した．飼育期間を通して，腹部の膨らみからよく摂

Fig. 2. Live individual of Austrolethops wardi collected from Wakayama Prefecture, Japan on September 22, 2023. A: 2 days after 
start of rearing, 10.6 mm TL; B: 14 days after start of rearing, 12.4 mm TL; C: 19 days after start of rearing, 13.0 mm TL; D: 23 
days after start of rearing, 14.5 mm TL; E: 37 days after start of rearing, 17.9 mm TL; F: 64 days after start of rearing, 20.0 mm 
TL.



Ichthy 41 ǀ 2024 ǀ 4

Onishi et al. — Record of Austrolethops wardi from Wakayama

餌していたと思われるが，摂餌の様子は観察できなかった．

死亡時の水温は 17.8℃であった．死亡の原因は不明であ

るが，死亡前日にも糞を確認していることから，摂餌は死

亡直前まで行われていたと考えられる．なお，本種の成魚

は，主にアナエビ類が巣穴に持ち込んだ海草の堆積物を摂

食していることが知られているが（Kneer et al., 2008b; Liu 

et al., 2008），本研究において浮遊期の稚魚は動物プランク

トンを摂餌していた．

御前（1980）は，1980年 3月 1日に和歌山県串本町の

串本海中公園センター内の錆浦海岸にて，春一番により打

ち上げられた魚類を拾集した．その中には 7種の未同定種

が含まれており，このうち 1種がヨミノハゼであった（明

仁ほか，2013）．今回得られた標本は，本種の和歌山県串

本町からの 2個体目の記録であり，本研究により浮遊期の

稚魚が初めて確認された．
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